


「秋田おらほ学認証書」は秋田の魅力や現状を理解し、 地域課題解決のために行動する意欲を持った学生の証です

「秋田おらほ学認証」制度とは？

◆ＣＯＣ＋事業３本の柱の取組で、学生の地元就職率アップ！

　秋田県内６大学（秋田大学、秋田県立大学、秋田工業高等専門学校、国際教養大学、秋田公立美術大学、

日本赤十字秋田看護大学）では、人口減少が進む秋田県を活性化させるため、秋田県や県内経済団体等

と連携し、地元秋田に就職する学生を増やす取組（ＣＯＣ＋事業）を推進しています。

　第１の柱：6大学連携「秋田おらほ学」の展開（地域アイデンティティを持つ学生の育成）
　第２の柱：大学と地元企業群による若者の県内就職・定着支援

 （学生と県内企業とのマッチングを促進）
　第３の柱：交流人口の拡大と助け合い社会の構築

◆秋田のために行動する学生に「秋田おらほ学認証書」を
交付します

　「秋田おらほ学認証」制度は、第１の柱の取組の一環であり、

「秋田創生ＣＯＣ＋協議会」が、地域志向科目の学修等を通して、秋
田の魅力や現状、課題について理解し、課題解決に必要な知識や技

能を修得するとともに、地域課題解決のために主体的に行動する

意欲を有すると認められる学生に対して、「秋田おらほ学認証書」

を交付します。

◆認証取得した学生の積極的な採用をご検討ください

「秋田おらほ学認証」を受けた学生が、『秋田を元気にしたい』、『秋田のために頑張ろう』という意欲を

胸に、県内企業や自治体への就職を目指します。エントリーシートの記述や面接の機会を通じて、秋田

の大学で、秋田を学んだ成果を直接確かめ、積極的な採用を検討してください。　

（１） 地域志向科目を３科目６単位以上修得すること

（２） 県内でのインターンシップ等の実績があること

　各大学が定める「地域志向科目」を3科目6単位以上修得するとともに、県内事業所におけるインター

ンシップや、企業や地域と連携した「課題解決型の授業」の実績が必要です。

この２つの要件をいずれもクリアした学生について、各大学の推薦に基づき小論文の審査を行い、認

証者を決定します。

「地域志向科目」には、どんな科目がありますか？

◆秋田大学「ＣＯＣキャリア認証プログラム」
〇教養基礎教育科目（全学共通）

　「秋田の自然と文化」、「秋田のくらし」、

　「秋田の産業」、「秋田の地域資源と観光」など

〇専門科目（各学部学科）

　国際資源学部：「資源学実習」

　教育文化学部：「秋田学基礎」、「地域学基礎」、

　　　　「地域連携ゼミ」など

　医　学　部：「地域医療・コミュニケーションとチーム医療」、

　「地域看護学実習」、「地域理学療法学」、

　　　　「地域作業療法学」など

　理 工 学 部：「秋田の環境と資源」、「地域産業論」、

　「プロジェクト実践研究Ⅱ」など

◆秋田県立大学「あきた地域学課程」
〇標準コース：「あきた地域学」（全学１年生必修）

〇上級コース：「あきた地域学アドバンスト」（上級必修）、

　「地域ビジネス起業論」、「建築計画と風土」など

◆秋田高専「地域教育プログラム」
「特別講義Ⅰ（地域史）」、「特別講義Ⅱ（地域計画）」、

「特別講義Ⅲ（地域産業Ⅰ）」、「特別講義Ⅳ（地域産業Ⅱ）」、
「地域密着型校外実習」（県内企業でのインターンシップ）など

◆国際教養大学：「秋田学Ⅱ：農村の文化と社会」、「地域発展論」など

◆秋田公立美術大学：「地域プロジェクト演習」、「地域産業研究」など

「秋田創生ＣＯＣ＋協議会」とは？

◆県内大学と行政、県内経済界が連携し、若者の地元定着を推進します
　人材の地方への集積を目指すＣＯＣ＋事業を推進するため、秋田県内６大学と秋田県、県内経済団体
等により設立された組織であり、学生の県内就職率アップのため、地域アイデンティティを持った学生
の育成や、インターンシップなど、大学や学生と県内企業とのマッチングを促進する取組を、連携して
実施しています。

構成団体
県内6大学  秋田県  秋田商工会議所  秋田県商工会連合会  秋田県中小企業団体中央会
秋田県ふるさと定住機構  秋田銀行  北都銀行  秋田高専グローカル人材育成会

「秋田おらほ学認証」を受けるための要件は？

秋田大学「地域連携ゼミ」

秋田高専「特別講義Ⅰ(地域史)」

秋田県立大学「あきた地域学」
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